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210月６日㈫　県生涯学習フォーラム第３回実行委員会　県庁　事務局長出席 ひとくち情報

全
国
公
民
館
研
究
集
会
・
鳥
取
大
会
開
催
さ
れ
る�

事
務
局
長
　
田
原
　
　
理
　

▶
T

O
P

IC
S

　
本
年
度
の
全
国
大
会
が
10
月
15
日

（
木
）16
日（
金
）に
鳥
取
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
新
潟
か
ら
は
事
務
局
長

が
参
加
し
ま
し
た
の
で
、大
会
の
模

様
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

１　
２
千
人
の
参
加
者

　
全
国
か
ら
の
参
加
者
が
10
年
ぶ
り

に
２
千
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

会
場
が
三
階
席
ま
で
埋
ま
り
、盛

大
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

２　
公
民
館
の
歌　
大
勢
の
手
話

　

開
会
式
で
歌
わ
れ
る「
公
民
館
の

歌
」を
、ス
テ
ー
ジ
前
列
に
整
列
し

た
鳥
取
市
公
民
館
職
員
15
名
が
手
話

で
行
い
ま
し
た
。
全
員
の
手
話
が

揃
っ
て
い
て
練
習
の
成
果
と
初
め
て

の
試
み
に
新
鮮
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

３　
記
念
講
演

　

開
会
式
直
後
に
記
念
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
鳥
取
市
は
コ
ミ
ッ
ク

「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」の
作
者
の
出
身

地
で
、鳥
取
空
港
も
愛
称
が「
鳥
取

砂
丘
コ
ナ
ン
空
港
」に
な
っ
て
い

る
、関
係
？
で
講
師
が
漫
画
家
で
京

都
精
華
大
学
学
長
の
竹
宮
恵
子
氏

が
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
テ
ー
マ
は「
変
え
る
力
を
求

め
て
」で

　
変
え
る
こ
と
は
必
ず
出
来
る

　
・	

変
え
る
こ
と
を
決
め
る
こ
と
の

方
が
大
事

　
・	

何
を
さ
し
て
変
え
た
と
い
う

の
か

　
・	

変
え
る
こ
と
そ
の
も
の
に
と
ら

わ
れ
な
い

　
・
得
た
も
の
を
大
切
に

　
・	

夢
を
持
ち
理
想
を
持
つ
こ
と
の

強
さ

な
ど
の
言
葉
が
印
象
に
残
る
良
い
講

演
で
し
た
。

４　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
実
力
者
・

牧
野　

篤（
東
大
教
授
）、パ
ネ
リ
ス

ト
は
島
根
、鳥
取
、愛
媛
県
か
ら
の
３

人
と
、文
科
省
社
会
教
育
課
長
・
全

公
連
会
長
が
加
わ
り
中
身
の
濃
い
70

分
で
し
た
。

　

３
人
の
事
例
発
表
は「
防
災
に
強

い
町
」「
人
を
つ
な
ぐ
公
民
館
」「
魅

力
あ
る
事
業
」と
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の

あ
る
取
組
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

石
川
会
長
が「
立
派
な
発
表
に
勇
気

づ
け
ら
れ
た
」と
賞
賛
し
ま
し
た
。

５　
分
科
会

　

５
分
科
会
が
あ
り
、「
求
め
ら
れ

る
公
民
館
」「
連
携
」「
高
齢
者
」「
地

域
づ
く
り
」「
人
権
尊
重
」「
協
働
の

町
づ
く
り
」と
テ
ー
マ
が
魅
力
的
で

し
た
が
、す
べ
て
に
参
加
す
る
わ
け

に
も
行
か
ず
、「
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
と
公
民
館
」に
参
加
し
ま

し
た
。
山
梨
県
都
留
市
公
民
館
の
取

組
が
素
晴
ら
し
く
、久
々
に
模
範
的

公
民
館
職
員
に
出
会
い
ま
し
た
。
指

導
の
三
浦
清
一
郎
氏（
月
刊
誌「
風
の

便
り
」編
集
長
）の
助
言
が
わ
か
り
や

す
く
、い
つ
か
新
潟
県
に
講
演
等
で

招
聘
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

＊　
　

　

全
国
公
民
館
研
究
集
会
は
、来
年

度
か
ら
各
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
全
国

大
会
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
来
年
は
、関
ブ
ロ
神
奈
川
大

会
が
全
国
大
会
を
兼
ね
ま
す
。
す
で

に
開
催
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
新

し
い
発
展
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ

で
す
。	

（
田
原
）

牧野　篤氏

左　文科省　谷合課長
右　全公連　石川会長事例発表の３人

都留市　杉田氏
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3 ひとくち情報 10月８日㈭　中越地区公民館長・主事・公運審等研修会　三条市中央公民館　事務局長参加

ひろばひろば

胎内市中央公民館長
池田　　渉

見附市公民館
運営審議会委員  
野本　拓臣

「実行委員長の
� ひとりごと」

ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
は
簡
単
に
開
催

し
よ
う
と
思
え
ば
出
来
ま
す
。
舞
台

を
用
意
し
出
演
者
を
募
り
演
奏
し

て
頂
き
解
散
す
れ
ば
無
事
終
わ
り

ま
す
。

し
か
し
毎
年
３
月
に
開
催
し
て
い

る
音
楽
の
祭
典『
ラ
イ
ブ
イ
ン
見
附
』

は
、わ
ざ
わ
ざ
そ
の
年
の
出
演
者
が

実
行
委
員
と
な
り
、１
月
～
３
月
の

本
番
、撤
収
ま
で
を
一
連
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の「
わ
ざ
わ

ざ
」が
こ
の
事
業
の
肝
だ
と
僕
は

思
っ
て
い
ま
す
。

「
便
利
」と
引
き
換
え
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が

も
た
ら
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
簡
素
化
や
希
薄
化
が
不
安
視
さ
れ

る
昨
今
、10
代
～
50
代
の
参
加
者
が

３
ヶ
月
間
ひ
と
つ
の
事
を
成
そ
う
と

ま
と
ま
り
ま
す
。

参
加
地
域
も
年
々
拡
が
り
、県
内

の
遠
方
か
ら
の
出
演
者
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、22
年
前
か
ら
続
く
こ

の
ス
タ
イ
ル
は
、そ
ん
な
今
だ
か
ら

こ
そ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。	

「
ラ
イ
ブ
」＝「
軽
音
楽
」と
表
現
さ

れ
る
こ
と
も
事
実
で
す
が
、こ
う
し

て
公
民
館
に
集
ま
り
世
代
を
超
え
て

同
じ
目
標
に
向
か
う
こ
と
で
結
ば
れ

る
繋
が
り
は
、決
し
て「
軽
い
」も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。	

来
春
３
月
に
23
回
目
を
迎
え
る

『
ラ
イ
ブ
イ
ン
見
附
』は
ま
た
新
し
い

人
と
人
と
の
繋
が
り
を
生
み
、体
温

を
感
じ
合
う
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
を

創
っ
て
い
き
ま
す
。

少
が
見
込
ま
れ
る
中
、そ
の
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、現
行

事
業
の
継
続
や
学
習
相
談
、施
設
管

理
等
の
業
務
を
行
い
な
が
ら
新
規
利

用
者
向
け
事
業
の
企
画
は
、行
政
改

革
や
予
算
、人
員
体
制
の
見
直
し
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
今
で
は
困
難
な
状

況
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
生
涯
学
習
の
場
と
し

て
公
民
館
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
は
、市
民
参
画
に
よ
る
事
業
の

企
画
運
営
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
既
に
他
の
自
治

体
で
は
、取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
が
、当
市
に
お

い
て
も
住
民
が
参
画
す
る
こ
と
で
、

求
め
ら
れ
て
い
る
学
習
ニ
ー
ズ
の
把

握
や
、社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
課

題
解
決
に
向
け
た
事
業
展
開
が
可
能

と
な
り
、住
民
の
学
習
意
識
向
上
と
、

こ
れ
ま
で
公
民
館
を
利
用
し
て
い
な

い
市
民
に
利
用
を
促
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、公
民
館
が
生
涯

学
習
や
交
流
の
場
と
し
て
活
用
さ

れ
、人
と
人
と
が
交
流
し
、地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
に
向
け
た
支
援

に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
公
民
館
と
し
て
、市
民
参

画
に
向
け
た
協
働
の
体
制
づ
く
り
の

取
り
組
み
が
公
民
館
に
求
め
ら
れ
て

い
る
と
深
く
感
じ
て
い
ま
す
。

当
市
は
中
条
地
区
と
黒
川
地
区
に

公
民
館
が
２
館
設
置
さ
れ
、生
涯
学

習
の
場
、教
養
の
向
上
や
健
康
増
進
、

生
活
文
化
の
振
興
を
担
う
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
主
に
各
種
団
体
の
活
動
の

場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

利
用
者
の
多
く
は
高
齢
と
な
り
、会

員
の
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
、各
団
体

に
お
い
て
は
新
規
会
員
の
確
保
の
た

め
公
民
館
と
連
携
し
た
体
験
教
室
の

開
催
な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。

一
方
、公
民
館
で
も
利
用
者
の
減

「
市
民
協
働
に
よ
る
公
民
館
づ
く
り
」

掲示板 HOT NEWS 鳥取市全国大会番外編　因幡の傘踊り

　鳥取市の全国大会は今号トピックスで紹介しまし
たが、大会ではオープニングアトラクションとして
鳥取県指定無形文化財「因幡の傘踊り」が演じられま
した。美しい傘と保存会の皆さんの息のあった踊り
に大きな拍手が送られました。
　鳥取駅では、特急列車が着くたびに、地元商工観光
会の皆さんが改札口前で「傘おどり」で歓迎します。

大会オープニング 鳥取駅
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410月15日㈭～16日㈮　全国公民館研究集会　鳥取市　事務局長参加 ひとくち情報

特
集

　

先
月
10
月
号
で
は
、県
大
会
の
大
会
事
務
局
の
総
括
を
掲
載
し

ま
し
た
。今
号
で
は
、続
い
て
３
人
の
事
例
発
表
を
要
約
し
て
掲
載

し
ま
す
。
事
例
発
表
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、か
つ
て
、県
大
会
後
に

発
行
し
て
い
た「
大
会
記
録
集
」を
平
成
23
年
度
か
ら
廃
止
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、大
会
記
録
を
保
存
す
る
と
い
う
理
由
も
あ
り
毎
年

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

発
表
は
、大
会
主
題「
地
域
連
携
で
進
め
る
公
民
館
活
動
」
～
多

様
な
主
体
の
連
携・
協
働
を
進
め
る
取
組
～
に
沿
っ
て
、各
人
が
約

25
分
の
持
ち
時
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、発
表
に
対
す
る
質

疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
＊
掲
載
順
は
発
表
順
と
同
じ

〈
事
例
発
表
Ⅰ
〉

　
「
上
南
地
区
公
民
館
と
地
域
連
携
」

	

糸
魚
川
市
上
南
地
区
公
民
館
長　
伊
藤　
幸
雄

１　
公
民
館
は
住
民
の
舘

　
⑴		

職
員
が
不
在
で
も
住
民
が
自
由
に
利
用
で
き
る「
開
放
式
」を

と
っ
て
い
る
。

　
⑵			

事
務
室
ド
ア
も
開
放
し
、住
民
が
入
り
や
す
い
環
境
を
意
識

的
に
作
り
出
し
て
い
る
。

　
　

			

事
務
室
内
で
世
間
話
を
し
て
そ
の
中
か
ら
地
域
の
情
報
も
得

る
。

　
⑶	

ロ
ビ
ー
は
住
民
の
作
品
展
示
場
で
通
年
展
示
し
て
い
る
。

２　
文
化
の
発
信

　
⑴	

図
書
の
充
実

　
　

			

住
民
寄
贈
の
図
書
、保
育
園
や
廃
校
し
た
中
学
校
や「
卒
業・

記
録
ア
ル
バ
ム
」を
収
納
。
郷
土
の
歴
史
コ
ー
ナ
ー
も
充
実

し
て
い
る
。能
生
図
書
館
の
移
動
図
書
を
利
用
し
て
い
る
。

　
⑵	

上
南
大
学
教
養
講
座
の
開
設

　
　

			

絵
画
教
室
、地
元「
天
井
絵
」絵
師
の
水
彩
画
教
室
、地
元
の
名

人
を
講
師
に「
男
の
料
理
教
室
」「
女
の
料
理
教
室
」「
こ
ん

に
ゃ
く
作
り
」「
山
菜
料
理
」「
障
子
貼
り
」「
網
戸
張
り
」「
デ

ジ
カ
メ
」な
ど
の
教
養
講
座
を
開
設
し
て
い
る
。

　
⑶	

家
庭
教
育
学
級
の
活
動

　
　

	

全
５
回
の
学
級
活
動
。各
回
の
講
師
は
専
門
家
。

　
⑷	

ジ
オ
パ
ー
ク
研
修
遠
足
の
実
施

　
　

			

地
元
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ

学
芸
員
の
案
内
で
、研

修
遠
足
を
実
施
。
古
道

か
ら
散
策
道
２
㎞
の
遠

足
。

　
⑸			

小
学
生
対
象「
学
習
会
」

と「
あ
そ
ば
ま
い
か
」の

実
施

　
　

			

地
元
の
元
高
校
教
師
、

保
育
士
、児
童
館
職
員
、

読
み
聞
か
せ・
手
話
の

特
技
を
持
つ
人
ら
子
育

て
支
援
グ
ル
ー
プ「
楽

遊
会
」を
結
成
し
て
、指
導
者
に
。10
年
間
の
実
績
が
あ
る
。

　
⑹	
囲
碁
教
室
と
大
会
を
実
施

３　
健
康
づ
く
り

　
⑴	

健
康
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

	

市
職
員
が
高
齢
者
向
け
の
健
康
教
室
の
指
導
者
に
。

　
⑵			

ス
ポ
ー
ツ
教
室・
ス
ポ
ー
ツ
大

会
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

			

糸
魚
川
市
生
ま
れ
の「
ス
ポ

レ
ッ
ク
競
技
」を
週
１
開
催
。

「
ス
ポ
レ
ッ
ク
愛
好
会
」に
発

展
し
て
い
る
。

　
　

			

ダ
ン
ス
の
専
門
家
の
移
住
を

機
会
に
ダ
ン
ス
教
室
を
実
施
。

「
キ
ッ
ズ
チ
ー
ム
」「
マ
マ
ダ

ン
ス
チ
ー
ム
」「
レ
デ
ィ
ー
ス

チ
ー
ム
」が
誕
生
し
て
い
る
。

　
⑶			

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

			

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、ゴ
ル
フ
大
会
、輪
投
げ
大
会
が

盛
況
で
あ
る
。

４　
そ
の
他

　
娯
楽
の
提
供
と
し
て
、「
上
南
ふ
れ
愛
」三
大
祭
、ひ
な
祭
り
演
芸

大
会
を
実
施
し
て
地
域
あ
げ
て
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
今

後
は
、地
域
づ
く
り
協
議
会
と
協
働
し
、元
気
で
住
み
よ
い
、誇
り

を
持
て
る
上
南
地
区
を
目
指
し
た
い
。

〈
事
例
発
表
Ⅱ
〉

　
「
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
長
岡
」が
目
指
す
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
き
に
な
る
が
こ
こ
に
あ
る
～

　
　
　
　
　
　
　
長
岡
市
生
涯
学
習
文
化
課

	

ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
室
長　
多
田　
博
則

１　
立
ち
上
げ
ま
で
の
経
緯

　

中
越
地
震
後
の
都
市
再
生
計
画
の
中
で
、郊
外
に
分
散
し
た
都

市
機
能
の
ま
ち
な
か
回
帰
の
促
進
と
防
災
性
、利
便
性
の
高
い
中

心
市
街
地
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
標
に
、ま
ち
な
か
に「
学
び
」と

「
交
流
」の
拠
点
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
市
内
３
大
学

１
高
専
、市
民
、行
政
で
構
成
す
る「
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
長
岡

運
営
協
議
会
」を
設
置
し
、平
成
23
年
９
月
に「
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン

パ
ス
長
岡
」が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

副
題
の「
き
に
な
る
が
こ
こ
に
あ
る
」は
、３
大
学
１
高
専
や
高

校
生
の
み
な
さ
ん
か
ら
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
、「
講
座
が

気
に
な
る
」「
木
に
な
り
実
を
つ
け
て
」と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。

２　
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
長
岡
の
事
業
に
つ
い
て

　
⑴	

施
設
の
貸
し
出
し

　
　

			　

大
小
会
議
室
６
、創
作
交
流
室
１
、多
目
的
ス
ペ
ー
ス
ス

タ
ジ
オ
２
、ダ
ン
ス
等
ス
タ
ジ
オ
２
の
貸
し
出
し
。
営
利
以

外
は
無
料
貸
し
出
し
。他
に
、展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
コ
ー
ナ
ー
、音
楽
鑑
賞
コ
ー
ナ
ー
、談
話
コ
ー

ナ
ー
、ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
様
々
な
利
用
形
態

が
あ
る
。

　
⑵	

講
座
の
企
画・運
営

　
　

	

①	

講
座
の
企
画・
運
営
は
、「
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
長
岡
運

営
協
議
会
」が
行
っ
て
い
る
。

№753（第３種郵便物認可）  平成27年11月15日 
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顧
問
―
学
長
―
役
員
会
―
運
営
委
員
会

　
　

	　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
広
報

　
　

	　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
ま
ち
な
か
カ
フ
ェ

　
　

	　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
ま
ち
な
か
大
学・大
学
院

　
　

	　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
ま
ち
づ
く
り
市
民
研
究
所

　
　

	　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
学
生
交
流
イ
ベ
ン
ト

　
　

	　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
産
学
交
流
事
業

　
　

	

委
員
と
し
て
、３
大
学
１
高
専
の
学
生
が
参
加
し
て
い
る
。

　
　

	

②
ま
ち
な
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　
　

	　

	

講
座
の
企
画・
運
営
に
市
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

　
　

	　
ア　
主
催
講
座
の
運
営
補
助

　
　

	　
イ　
広
報
活
動

　
　

	　
ウ　
鑑
賞
コ
ー
ナ
ー
の
レ
コ
ー
ド
磨
き

　
　

	　
エ　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
企
画
講
座
立
案

　
　

	　
オ　
カ
フ
ェ
、大
学
の
講
座
提
案

　
　

	　
カ　
市
民
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
講
座
の
１
次
審
査

３　
講
座

　
⑴	

ま
ち
な
か
カ
フ
ェ

　
　

			

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、食・芸
術・文
化・歴
史
や
ビ
ジ
ネ

ス
な
ど
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
タ
イ
ル
の
講
座
で
、年
間
50

講
座
開
催
し
て
い
る
。

　
⑵	

ま
ち
な
か
大
学

　
　

			

４
～
５
回
の
連
続
講
座
。受
講

生
に
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス

長
岡
学
生
証
を
発
行
。提
示
で

市
内
の
１
０
０
店
舗
で
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
。

　
⑶	

ま
ち
な
か
大
学
院

　
　

			

大
学
修
了
者
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
課
程
と
し
て
開
講
。定

員
10
名
と
少
人
数
で
実
践
的

な
学
習
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て

い
る
。

　
⑷	

こ
ど
も
講
座

　
　

			

小
学
生
対
象
。こ
ど
も
カ
フ
ェ

（
単
発
）と
こ
ど
も
大
学（
連

続
）が
あ
る
。

　
⑸	

市
民
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
講
座

　
　

			

市
民
が
企
画・
運
営
す
る
講

座
。年
間
10
回
開
催
。

　
⑹	

そ
の
他

　
　

			

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
企
画
講
座
、企

業・
団
体
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
寄
付
講
座
、出
張
街
中
カ
フ
ェ
講

座
、米
百
俵
講
座
、ま
ち
づ
く
り
市
民
研
究
所
、分
校
事
業
な

ど
多
数
の
講
座
を
開
設
し
て
い
る
。

			　
「
学
び
」「
交
流
」の
拠
点
施
設
と
し
て
、ま
た
、だ
れ
で
も
気
軽

に
学
べ
る
施
設
と
し
て
、長
岡
が
誇
る「
米
百
俵
の
精
神
」を
基
本

に
、市
民
協
働
の
担
い
手
と
な
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。

〈
事
例
発
表
Ⅲ
〉

　
「
地
域
づ
く
り
の
主
役
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
民
館
」

　
～
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
と
地
域
の
課
題
解
決
に
向
か
っ
て
～

	

新
潟
市
中
地
区
公
民
館
主
査　
新
田　
直
子

１　
新
潟
市
の
公
民
館
事
業
の
基
本
方
針

　

	　

１
番
目
に「
学
び
を
通
じ
た
地
域
の
絆
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
性
化
」を
掲
げ
、重
点
事
業
と
し
て「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
活
性
化
を
支
援
す
る
事
業
」を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

そ
の
趣
旨
は
、

　
⑴			

公
民
館
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
等
地
域
団
体
と
連

携・協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、地
域
住
民
自
ら
地
域
課
題
や
地

域
の
宝
を
発
見
し
、そ
の
課
題
解
決
を
担
う
人
材
を
発
掘・

養
成
す
る
。

　
⑵			

関
係
す
る
地
域
団
体
や
学
校
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
通
じ
て
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化・地
域
づ
く

り
を
促
進
す
る
。

２　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
活
性
化
支
援
事
業（
平
成
25
年
度
）

　
⑴			

企
画
会
議
に
コ
ミ
協
か
ら
委
員
を
推
薦
、会
議
を
重
ね
た
。

委
員
の
意
見
か
ら
地
域
課
題
が
明
確
に
な
り
、次
の
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　

	

①
多
世
代
交
流
が
で
き
る
子
ど
も
向
け
の
夏
祭
り

　
　

	

②
高
齢
者
対
象
の
連
続
講
座

　
⑵	

多
世
代
交
流
：
夏
ま
っ
さ
か
り
フ
ェ
ス
タ

　
　

			

企
画
会
議
７
回
開
催
。
愛
称
や
祭
り
の
内
容
ま
で
決
ま
っ
た

が
、計
画
の
詳
細
部
分
で
コ
ミ
協
の
理
解
を
得
ら
れ
ず
中
止

に
な
っ
た
。

　
⑶	

高
齢
者
対
象
：
は
つ
ら
つ
塾

　
　

			

企
画
会
議
を
さ
ら
に
重
ね
て
、「
健
康
で
長
生
き
」「
認
知
症

予
防
」が
高
齢
者
の
関
心
事
で
あ
る
の
で
目
指
す
方
向
に
し

た
。

　
　

	

①	

事
業
の
ね
ら
い　
シ
ニ
ア
の
た
め
の
仲
間
づ
く
り
と
健
康

づ
く
り

　
　

	

②	

事
業
名
：
は
つ
ら
つ
教
室「
ち
ょ
っ
と
寄
っ
て
い
け
て

ば
ー
！
お
茶
で
も
な
じ
ら
ね
」

　
　

	

③	

内
容
：
企
業
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
と
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、笑

い
ヨ
ガ
、落
語
な
ど

　

	　
番
外
編
を
含
め
て
８
回
実
施
、１
４
１
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

３　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
活
性
化
支
援
事
業（
平
成
26
年
度
）

　
　

２
つ
の
事
業
を
実
施
し
た
。

　
⑴			

世
代
交
流
！
夏
ま
っ
さ
か
り
フ
ェ
ス
タ

　
　

	　
～
な
ま
ら
お
も
っ
し
ぇ
っ
け
←
こ
い
て
ば
～

　

	　

	

昨
年
度
の
中
止
の
反
省
か
ら
、

規
模
を
縮
小
し
屋
内
開
催
に

し
た
。家
族
連
れ
の
参
加
が
多

か
っ
た
。

　

	　
・	

紙
芝
居
、腹
話
術
、手
品
、子

ど
も
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン

ス
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、昔
遊

び
な
ど

　
⑵			

Ｊ
Ｓ（
ジ
ュ
ニ
ア・シ
ニ
ア
）	

は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ

　

	　

	

高
齢
の
男
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
、孫
と
ペ
ア
で
参
加
を
促

す
。４
回
講
座
で
73
名
の
参

加
。

　

	　

	

企
画
委
員
に
高
齢
者
が
３
名

も
出
た
。

　

	　
・	

お
抹
茶
体
験
、料
理
教
室
、

風
車
作
り
、団
結
式

　

			　

平
成
27
年
度
は
こ
れ
ら
の
事

業
の
継
続
を
し
、公
民
館
主
導
で

は
な
く
、住
民
の
力
で
運
営
し
て

い
く
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。

４　
今
後
の「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
」の
た
め
に

　

住
民
の
力
を
引
き
出
し
、支
援
す
る
こ
と
が
公
民
館
職
員
の
役

割
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
時
間
を
か
け
て
本
音
で
語
り
合
え
る
信

頼
関
係
を
築
き
あ
げ
た
い
。自
分
に
必
要
な
こ
と
は
、

　
⑴			

信
頼
関
係
を
築
く
た
め
に
日
ご
ろ
の
ロ
ビ
ー
ワ
ー
ク
を
大
切

に
す
る
。

　
⑵			

会
話
、対
話
、議
論
の
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
。

　
⑶			

あ
き
ら
め
な
い
情
熱
と
目
配
り
、気
配
り
、心
配
り
の
精
神
を

持
つ
。

　
⑷			

住
民
の
ふ
と
こ
ろ
に
飛
び
込
む
勇
気
を
持
つ
こ
と
。
行
動
力

を
向
上
さ
せ
、感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
。

　
⑸			

地
域
住
民
と
と
も
に
学
ぼ
う
と
い
う
謙
虚
な
意
識
を
持
つ
こ

と
。

№753（第３種郵便物認可）  平成27年11月15日 
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シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

実
践

記
録
実
践

記
録212

【
は
じ
め
に
】

　
「
七
社
塾
」は
、土
曜
学
習
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、

27
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
自
主
学
習
教
室

で
す
。
講
師
は「
地
域
の
先
生
」が
務
め
、対
象
は
、地

区
内
に
各
１
校

ず
つ
あ
る
小
中

学
校
の
小
学
５

年
生
～
中
学
３

年
生
で
す
。
保

険
料
を
除
き
、

参
加
費
は
無

料
と
し
て
い

ま
す
。

【
事
業
の
ね
ら
い
】

　

家
庭
学
習
で
苦
労
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
や
、発

展
的
学
習
に
取
り
組
み
た
い
子
ど
も
た
ち
の
学
習
を

支
援
す
る
も
の
で
、小
中
学
生
の
生
活
習
慣・
学
習
習

慣
の
改
善
、自
主
学
習
の
力
の
育
成
に
よ
り
、確
か
な

学
力
の
定
着・
向
上
を
図
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

い
ま
す
。

【
活
動
の
様
子
】

　

毎
週
土
曜
日
の
午
後
、地
区
公
民
館
を
会
場
に
実

施
し
、小
中
学
生
が
同
じ
教
室
で
学
習
し
て
い
ま

す
。
申
込
者
は
41
名
で
、各
回
20
名
程
の
参
加
が
あ

り
ま
す
。

　

取
り
組
む
学
習
は
自
分
で
決
め
、教
科
書
や
ワ
ー

ク
を
用
意
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。時
間
中
は
、

集
中
し
て
自
主
学
習
に
取
り
組
み
、分
か
ら
な
い
部

分
は
手
を
挙
げ
て
講
師
に
質
問
し
ま
す
。
手
が
止

ま
っ
て
い
る
児
童・
生
徒
に
講
師
か
ら
声
を
か
け
る

こ
と
も
あ
り
、講
師
と
一
緒
に
考
え
て
答
え
を
導
き

出
し
て
い
ま
す
。

【
学
校・地
域
と
の
連
携
】

　

企
画
段
階
か

ら
、小
中
学
校

と
情
報
交
換
を

重
ね
、参
加
者

募
集
時
の
説
明

会
や
、児
童・
生

徒
へ
の
学
習
内

容
の
助
言
な
ど

連
携
を
取
り
な

が
ら
進
め
て
い

ま
す
。

　

講
師
に
は
、地
域
の
教
員
経
験
者
、市
内
塾
講
師
、

近
隣
大
学
等
の
学
生
、市
内
高
校
の
生
徒
に
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
依
頼
し
、登
録
者
は
65
名
。
当

番
制
で
、毎
回
10
名
程
度
の
講
師
に
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

【
参
加
者・講
師
の
声
】

●	（
参
加
者
）「
先
生
方
は
と
て
も
優
し
く
、丁
寧
に

教
え
て
く
れ
て
、勉
強
が
す
ご
く
は
か
ど
っ
て
い

ま
す
。」

●	（
講
師
）「
知
っ
て
い
る
子
ど
も
達
が
勉
強
を
頑

張
っ
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
か
っ

た
。」

【
今
後
に
つ
い
て
】

　

市
内
の
他
中
学
校
区
か
ら
も
、「
参
加
し
た
い
」と

の
声
が
多
数
あ
り
、土
曜
日
の
学
習
環
境
を
求
め
て

い
る
保
護
者・
小
中
学
生
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
市
内
他
中
学
校
区
で
も
準
備
を
進
め
、開

設
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、授
業
、部
活
動
、ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
忙
し

い
中
、多
く
の
高
校
生
や
専
門
学
生
、大
学
生
か
ら
も

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
若
い
こ
ろ
か
ら
地
域

に
関
わ
る
場

と
し
て
、
ま

た
小
中
学
生

に
と
っ
て
も

近
い
将
来
の

目
標
と
し

て
、若
い
講

師
の
活
躍
に

期
待
を
し
て

い
ま
す
。

土曜学習教室「七
なな

社
やしろ

塾」
～地域の子どもを地域で育てる～

新発田市加治川地区公民館
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個
性
満
開
・　
　
　

描
く
楽
し
さ
♪

絵
て
が
み
サ
ー
ク
ル「
す
ず
か
け
」

　
平
成
22
年
、公
民
館
活
動
の
絵
て

が
み
教
室
か
ら
サ
ー
ク
ル
と
し
て

発
足
し
て
５
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
の
名
前「
す
ず
か
け
」は
月
一

回
の
活
動
の
場「
ふ
る
さ
と
学
習

館
」に
育
っ
て
い
た
木
か
ら
の
命
名

で
す
。

　
現
在
会
員
数
は
24
名
で
、会
員
の

個
性
を
大
切
に
指
導
し
て
下
さ
る

本
間
信
昭
先
生
、雅
子
先
生
ご
夫
妻

の
も
と「
良
く
見
て
、特
徴
を
と
ら

え
て
、楽
し
く
♪
」を
モ
ッ
ト
ー
に

制
作
を
続
け
、描
い
た
ハ
ガ
キ
を
知

人
に
送
っ
た
り
、町
の
文
化
祭
や
会

独
自
の
作
品
展
示
等
で
発
表
し
て

い
ま
す
。

CirCle
サークル交流

　
又
、今
年
は「
５
周
年
記
念
展
」を

本
間
先
生
達
の
ご
尽
力
で
開
催
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
楽
し
く
の
ん
び
り
描
い
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　新設された糸魚川市田沢地区公
民館のマドンナにして初代主事の
小林由紀江さんを紹介します。
　市町合併に伴い、市の青海地域
（旧青海町）で４地区公民館が新設
されました。その一つである田沢地
区公民館では、開館２年目の事業を推進中ですが、旧公
民館制度が50年近くも住民に定着していたため、旧公
民館（現在は支館）との事業の住み分けや事業運営の協
力関係の構築など時間をかけて取り組まなければなら
ない問題が多くあります。
　そんな中、２女１男を子育て中の小林さんは、高齢者
向けの事業のみならず、小中学生や女性向けの事業に
的確な世代目線で力を発揮しています。
　「公民館に何時でも誰でも気軽に遊びに来てくれる
ようになったらいいな、新しい公民館ができて良かっ
たと言われるようになりたい…」、仕事に家庭にフル回
転の日々が続いています。
　公民館に来ていただければ、柔らかな笑顔のマドン
ナに会えますよ。是非一度お出かけください！新設公
民館へのアドバイスも期待しています！

（糸魚川市田沢地区公民館長　広川　　亘　記）

　昨年４月、遠路はるばる果樹王
国山形県東根市から新人がやっ
てきた。彼女の名前は小沼香奈、
湯沢町職員で唯一の学芸員採用
であり、資格保有者である。
　そんな彼女は、現在文化財の担当はもちろんの
こと、公民館利用者の対応や町文化祭の企画、図
書室の担当と何でもこなす職員と成長しました。
電話でも『小沼でございます。』と丁寧な受け答え
をし、来客カウンターでもしっかり対応し動じる
ことはありません。ただ、たまに声が優しすぎて、
聞き返されることが玉にきず。
　学生時代は弓道をたしなみ、今は琴を習おうか
思案中。魚沼の雪深さに驚きつつ、山形や色々な
これまでの経験を活かし、湯沢町の文化の掘り起
こしを行い文化の薫り高い町へきっと変えてく
れるでしょう。
（湯沢町教育委員会		教育課生涯学習係		熊谷　健志　記）

糸魚川市田沢地区公民館

主事　小林由紀江さん
湯沢町教育委員会 教育課 生涯学習係

主事　小沼　香奈さん

　
阿
賀
町・

　
絵
て
が
み
サ
ー
ク
ル「
す
ず
か
け
」

	

天
野　
フ
ミ
子　
記

　
阿
賀
野
市・京
ヶ
瀬
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

	

佐
々
木
正
孝　
記

４
人
で
つ
く
る
バ
ン
ド
、京
ヶ
瀬
ベ

ン
チ
ャ
ー
ズ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
８
年
に
京
ヶ
瀬
小
学
校
の

行
事
に
参
加
、演
奏
す
る
た
め
、一

度
限
り
の
約
束
で
20
年
ぶ
り
に
再

結
成
さ
れ
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、「
メ

ン
バ
ー
同
志
で
酒
を
飲
む
の
が
楽

し
み
に
な
り
、気
が
変
っ
て
し
ま
っ

た・
・
・
・」と
今
も
活
動
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
の
コ
ピ
ー
バ
ン

ド
で
、加
山
雄
三
や
女
性
ボ
ー
カ
ル

を
ま
じ
え
た
オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ
ナ

ン
バ
ー
な
ど
も
得
意
と
し
て
い
ま

す
。
練
習
は
不
定
期
、ラ
イ
ブ
前
に

２
、３
回
ほ
ど
、京
ヶ
瀬
公
民
館
で

練
習
し
て
い
ま
す
。

懐
か
し
の
エ
レ
キ　
　

　

サ
ウ
ン
ド
を
も
う
一
度

京
ヶ
瀬
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

　
テ
ケ
テ
ケ
テ
ケ
テ・
・
・と
言
え

ば
、ザ・
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
。
昭
和
40

年
代
日
本
中
に
エ
レ
キ（
電
気
ギ

タ
ー
）ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
張

本
人
。
そ
の
影
響
を
受
け
た
阿
賀

野
市
京
ヶ
瀬
地
区
の
50
歳
代
男
性
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純国産クリーンエネルギー
ダムは、CO2を排出しないクリーンな電力を供給
しています。
また、都市住民の生活や農業・産業活動などに安
定した水の供給を行い、集中豪雨等の災害時には
住民の生命・財産を守る機能を果たすなど、国民
の安心・安全にも役立っています。
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新潟市中央区新光町4-1　新潟県自治会館内
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の
事
務
局
さ
ん
と
ば
っ
た
り
遭
遇
。

私
と
同
世
代
の
女
性
な
が
ら
パ
ワ
ー

満
開
で
遠
く
の
、２
㎞
く
ら
い
先
に

見
え
た
、砂
丘
ま
で
一
気
駆
け
。
私

は
、入
り
口
で「
革
靴
だ
か
ら
」な
ど

と
い
い
訳
を
し
な
が
ら
そ
の
場
足
踏

み
で
終
わ
り
ま
し
た
。	

（
田
原
）

　
あ
ん
な
に
暑
か
っ
た
夏
が
終
わ
っ

た
と
思
っ
た
ら
も
う
冬
支
度
。
季
節

の
変
わ
り
目
に
は
特
に
健
康
に
留
意

し
た
い
も
の
で
す
ね
。

　
鳥
取
市
の
全
国
大
会
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
お
土
産
話
に
で
も
と「
鳥

取
砂
丘
」を
視
察
？
中
、現
地
で
静
岡

事
務
局
長
の

つ
ぶ
や
き

　
私
は
毎
月
２
回
、公
民
館
で
、加
茂

市
民
、三
条
市
民
約
10
名
の
指
導
を

楽
し
く
続
け
て
お
り
ま
す
。団
体
名

は
、ハ
ー
モ
ニ
カ
同
好
会「
雪
椿
ハ
ー

モ
ニ
ー
加
茂
」と
呼
び
ま
す
。
こ
の

会
は
、公
民
館
主
催
の
行
事
な
ど
に

参
加
し
た
り
、ま
た
、各
種
団
体
の

依
頼
に
よ
り
、ハ
ー
モ
ニ
カ
の
伴
奏

で
、参
加
者
全
員
が
メ
ロ
デ
ィ
を
楽

し
く
歌
っ
た
り
、小
生
の
独
奏
に
耳

を
傾
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、来
た
る
11
月
１
日（
日
）は
、

加
茂
市
の「
市
民
音
楽
祭
」で
す
。独

奏
は
、「
月
の
砂
漠
」と「
ひ
ば
り
の

佐
渡
情
話
」で
、私
が
演
奏
い
た
し
ま

す
。

　
合
奏
は「
山
小
舎
の
灯
」と「
小
さ

い
秋
み
つ
け
た
」の
曲
で
、こ
の
二

曲
は
、雪
椿
ハ
ー
モ
ニ
ー
加
茂
の
会

員
が
一
斉
奏
で
演
奏
し
ま
す
。ま
た
、

「
ホ
ー
ム・ス
イ
ー
ト・ホ
ー
ム（
埴
生

の
宿
）」は
四
部
合
奏
で
す
が
、会
員

数
が
少
な
い
た
め
二
部
合
奏
で
メ
ロ

デ
ィ
演
奏
と
バ
ス
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
使

用
し
演
奏
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の

練
習
で
、常
に
気
軽
に
公
民
館
を
お

借
り
で
き
る
こ
と
に
、あ
り
が
た
く

感
謝
し
ま
す
と
と
も
に
、厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
中
越
地
区
館
長・主
事・ 

公
運
審
等
研
修
会
開
催
さ
れ
る

　

今
年
度
の
研
修
会
が
10
月
８
日

（
木
）、三
条
市
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

研
修
主
題
：
絆
と
活
力
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
の
拠
点
と
し
て
の
公

民
館
を
め
ざ
し
て　

　
～
「 

む
す
ぶ
」役
割
を
生
か
し
た

公
民
館
運
営
～

 

１　
講
演　
13
：
20
～
14
：
50

　
目
指
す
べ
き「
真
北
」の
方
角
と
は

 

講
師　
（
株
）ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
社
長

 

山
井　
　
太
様

 　
２　
事
例
発
表　
15
：
10
～
16
：
00

　
（
１
）「 

交
流
を
核
と
し
た
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
」

 

見
附
市
上
北
谷
公
民
館　

 

野
本　
博
也

　
（
２
）「 

特
色
あ
る
事
業
に
よ
る
絆・

つ
な
が
り
の
再
構
築　

き
っ
か
け
の
１
歩
事
業
」

 

三
条
市
中
央
公
民
館　

 

阿
部　
修
造

  樋
口
　
良
蔵

（
加
茂
市
）

「
ハ
ー
モ
ニ
カ
の

　
　
音
色
を
楽
し
む
」

※「
お
元
気
で
す
か
」の
コ
ー
ナ
ー
は
現
役
を
リ
タ
イ
ア
し
た
方
が
そ
の
後
も
元
気
に
活
動
し
て
い
る
様
子
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

気

す

元

で

か

おinformation

来賓：左　呉井中越社教課長
　			右　長谷川三条市教育長

参加者を飽きさせない熱い講演
山井氏

見附市　野本主事三条市　阿部係長
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